
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性
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今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　■ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　□ 事業を現行どおり実施

　今後は、森林経営計画の策定、間伐の実施、保安林の指定、作業路網等の整備に森林地理情報システムを活用していく。また、市町村

職員を対象とした研修会を開催し、森林地理情報システムの有効活用に取り組む。

目標に対

する成果

の状況

　更新した森林地理情報システムでは、地理分析機能等の専用端末を各地方事務所に設置することにより、動作速度が向上した。さらに、

森林経営計画の管理等にも活用できる機能の向上が図れた。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 30,622

22,364
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人件費

1.00

0

Aの
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10,192

0 0 12,743

0 22,935

予

算

額

前年度繰越

当初予算

補正予算

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

合計

成果目標の達成状況

項目

森林地理情報システムの向上

システム

の向上

向上した 達成

22,935 22,364 0

目指す姿

現状

【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 県が作成し、管理しているシステムの改良、更新を行うため

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　
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施策の総合的展開

1-4　森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

1 　林業再生の実現 実施期間 H24 ～

事業番号 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 森林地理情報森林地理情報森林地理情報森林地理情報システムシステムシステムシステム第第第第2222世代更新事業費世代更新事業費世代更新事業費世代更新事業費
担

当

課

部局 林務部

09

（当初）

森林地理情報システムの改良・更新 直接 森林地理情報システムに関わる機器、システムの向上 22,935 22,364

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算）

　従来の森林地理情報システムは、動作速度が遅く、森林簿の分析・修正や森林計画図の利用などの操作に多大な時間を要していた。

合計（A) 0 0

―

01 07

22,935

　森林地理情報システムを、改良、更新し、既存のシステムより、操作性の優れたものにする。

　治山施設、路網、森林経営計画、造林実施箇所等、森林地理情報システムで管理できるようにする。

　森林地理情報システムの操作性の向上を図り、計画の策定や間伐の実施により役立つシステムにする。


